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【要旨】
本稿では、高齢者の学習と社会参加の事例としてシルバー人材センターを母体とした
高齢女性による子育て支援活動を取り上げる。参与観察および会員の記述式意識調査か
ら、高齢者が社会的活動を通して学ぶことの有効性を検討した。その結果、準備学習を
経て仲間と共に子どもや保護者に貢献する活動は、会員に自尊感情や精神面および健康
面における活力をもたらすとともに、高齢期の生涯発達課題達成にも寄与していた。さ
らに、活動の継続に伴い保育施設を利用する保護者や子どもの信頼が得られ、地域のコ
ミュニティが形成されつつあった。
高齢者の活動では個人の多様さを尊重し、学びあう姿勢が重要であった。近年、アク
ティブ・エイジングの理念に基づき、施策にも高齢期の主体的な生き方が反映されてい
る。今後、高齢者の特性に配慮したさらなる学習支援が求められる。

はじめに
高齢社会を迎え、高齢期の「生活の質(QOL)」への関心が高まっている。高齢者には

身体的機能の低下がみられる。しかしながら、仕事や子育てから解放され、蓄積された能
力を活かす余裕のある時期とも考えられる。充実した高齢期には、福祉・医療面での支援
のみならず精神面の自立が不可欠である。近年、国内外で主体的な高齢期をめぐる研究と
実践が累積されつつある')。これらの鍵となるのは「学習」と「社会参加」である。
塩谷久子は、ロンドン大学教育学院の報告書『幅広い効用をもたらす学習のモデル構築
と評価」に示された「学習が５つの領域一健康、エイジング、家族、犯罪、シティズンシ
ップーにもたらす効用」について、高齢期と関連させて論じている２)。その結果、高齢期
の学習は個人を豊かにするばかりではなく社会全体へと還元される効用があることを示し
た。さらに、課題として高齢者の学習支援プログラムの充実とその効果に関する学習参加
者等からの実証的なデータの蓄積をあげている。
２００４年に行われた第７回世界高齢者団体連盟国際会議においては、「結論声明一アクテ
ィブ・エイジングのシンポジウム」が提出され、高齢者を「お世話される客体」から「自
ら生きる主体」へと捉え直すことが確認された３)。しかし、佐々木英和は、この会議に高
齢期の生涯学習が浸透していることを認めながらも、１)生涯学習は生きがいや健康を保つ
とされる具体的根拠が不足しており、２)生涯学習は経済的･時間的にゆとりのある人向け、
などの限定的なイメージのままに用いられがちであり、３)学習の成果を十分に発揮して活
躍するという観点が弱い、という点を指摘している。
わが国の高齢化の特徴は、少子化と相まって高齢者人口比率の急速な増加にある。加え

て、生活形態は核家族化により高齢者夫婦、および高齢者単身の世帯数が増加し、地域や
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家庭内での他者との関わりにおいての高齢者の役割が少なくなっている。内閣府による「高
齢者の生活と意識一国際比較調査」では、1981年から５年ごとに日本を含む数カ国の高齢
者意識を調査している。2000年の調査4)では、「家族．親族の中の役割」について、「家事」
「小さな子どもの世話」「家族・親族の相談相手」「家計の支え手」「家族や親族関係の長」
のすべての項目で、役割を果たしていると答えた高齢者の割合は、アメリカが日本の２倍
近く高い。逆に、「特に役割なし」と答えた人の割合は、日本が７倍以上高くなっている。
しかも、日本において、前述の役割をもつと感じる高齢者の割合は１９年の間に減少してい
る。高齢期の生き方が問われる中、実際には役割感をもてない高齢者が増加している。こ
のような状況において、高齢者の生きがいはいかに実感されているかを問題としたい。

１．研究の目的・対象・方法
(1)本稿の目的
そこで、本稿では高齢者が社会的活動を通して学び、生きがいを創出する生涯学習の場
として、高齢者による子育て支援活動の事例を取り上げる。
社会的にみた高齢者による子育て支援は、高齢者の活用促進という福祉面と、経験豊富
な高齢者による地域の親子への支援といった教育面の双方から注目される。厚生労働省に
よる「ゴールドプラン２１」「高齢社会対策大綱」では公的介護保険が検討･実施されたが、
他方で元気な高齢者、いわゆるヤングオールドの活用が課題となった。その一方、教育面
では、家庭教育支援の援助者として「地域の力」が必要とされている。「今後の家庭教育支
援の充実についての懇談会」（文部科学省.2002)では、「社会の宝として子どもを育てよう」
として、子どもを育てるネットワークを地域社会に広げる提案を行った。さらに、次世代
育成支援対策推進法(厚生労働省2005)では、地域の子育て支援を地方自治体の行動計画目
標の一つとしている。子育て支援活動は高齢者の新たな役割として期待されるのである。
本事例は社団法人シルバー人材センターを母体とした活動であるが、有志参加会員の自

主的な運営に基づいたボランティア活動の要素が多く、高齢者が「なすことによって学ぶ」
参加体験型学習の一例と考えられる。本稿では活動の参与観察と会員の意識調査を通して、
高齢者の社会参加を通した学習および地域社会への貢献について考察する。さらに、この
活動を通した学習が高齢期の発達にもたらす有効性を検討する。
(2)研究の対象
本研究対象である子育て支援事例は、京都府下にあるシルバー人材センターに附設して

実施されている高齢女性による育児支援活動である。2002年５月より認可外保育施設とし
て生後６ヶ月から小学生までの子ども１０名を定員とする一時預かり保育､および子どもの
送迎等を有料で行っている。
シルバー人材センターは、６０歳以上の男女会員に対して自治体および個人の利用者から

受注した仕事を分配し、利益を配分金として支給する。当初、当センターには「子守り」
の依頼があったが、プライバシーを重視する若い母親のニーズに合わず需要が伸び悩んで
いた。そこで、新しい形の子育て支援として「一時預かり保育所」の設立が提案された。
設立準備は、センター職員と保育士有資格者の会員が当たり、同様の活動経験があるセ
ンターの視察、施設および傷害保険の整備、保育講習の実施等を行った。参加会員は既に
入会していた人への呼びかけに加え、市広報でも募集した。希望者は後述の５日間の子育
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て講習会を受講した後、２回の実習を経て活動に参加することができる。
会員への配分金は開業当初には利用者数に応じた歩合制だったが、2003年度より国庫補

助対象事業となり、現在は一定額が保障されている。補助金の支給を開始して以降、全国
のシルバー人材センターにおいて子育て支援事業は増加している。
2005年10月現在、本子育て支援活動の参加会員は56名の女性である。このうち保育士

の有資格者が７名である。会員の平均年齢は69.2歳(最高年齢８３歳、最低年齢６１歳)であ
る。活動参加までの職業経験は、「フルタイムの被雇用者」が３９%、「自営・家族経営」が
14%、「パートタイム」が２７%、「主婦」が２０%であり、入会前に有職者であった会員が多い。
現在の社会活動の状況は、一時預かり保育だけに参加する会員は１５%である。６９%の会員

は在宅子守、子どもの送迎、一般家庭の家事援助のいずれかの仕事もしている。また、１６％
の人は他のボランティア活動にも参加しており、社会活動全般に意欲的な様子がみられる。
(3)考察の方法
2005年４月～10月の期間、当該活動に参加して観察を行った。同時にセンター職員およ

び会員にインタビューを行った。さらに、会員に対して「活動参加による意識変化」の視
点から構成した記述式アンケートを実施し分析した。本対象はｌ団体50名程と少数である
ため、各会員の意識をより鮮明に反映させるため自由記述法を選択した。これらの結果か
ら、高齢者の社会参加における学習効果を検討し､活動過程のモデル図を作成し考察した。
以下に、参与観察およびインタビュー調査の結果、記述式アンケートの調査結果の２点
について報告する。

２．調査１-活動への参与観察およびインタビューによる調査結果
当該対象について参与観察し、同時に面談した結果を以下の４点に分けて報告する。
（１）日常の保育活動
日常の活動内容は、①託児室内「一時預かり保育｣、②子どもの自宅での「在宅保育｣、

③依頼に応じた子どもの「送迎」である。「一時預かり保育」では、４人１組のチームで会
員のローテーションが組まれ、保育士資格者が最低一人はこれに参加する。有資格者以外
の会員の参加頻度は、週１回程度１回４時間の保育活動となる。
保育室の一日の業務の流れは開館(８時)、掃除、利用予約の電話受付、母親の申込書記
入の適否の確認、利用後の料金徴収、子どもの食事・おやつの確認と補助、保育活動、日
誌の記入、閉館(２２時)である。この他、会員のローテーション表作成、月１回の全体会開
催などが加わる。会員も昼食を持参するが、保育に忙しいためおにぎりが良いとする会員
がある。独り暮らしの会員が旬の得意料理をメンバーのためにも持参する光景がみられた。
なお、活動の前には会員が自分の体調を確認するチェック表、子どもの虐待を早期発見す
るためのチェック表が用意されている。
（２）子育て講習会
子育て支援活動に応募した会員は、活動参加前に表１のような子育て講習会プログラム

を受講した。講習内容は一時預かり保育に必要な知識・技能に関するものである。講師と
して保育関係専門家(講義内容①②③④⑥)、小児科医(講義内容⑤⑧)、栄養士(講義内容⑦)、
消防署員(講義内容⑨)を依頼している。会員は、受講後に昼・夜１回ずつの実習を行い、
参加の意思を確認して活動を開始する。
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表１子育て言鞠〕プログラム(一仮，

目

目

目

日

日

日

日

日

１

２

３

４

５

講習会を受けた会員の感想には、「現代の母親の育児に対する態度などの講義では、スト
レスが相当強いと聞き大変だなと思った｡」「今この時点で苦しんでいる、助けを求めてい
る親に手助けをしたい。今の子どもの母親は私達の子ども達である。その母親を育てなけ
ればならない｡」等にみられるように母親への関心を示すものがある。また、「三人の子ど
もを育てたが、当時とは親の考え方も育児指導も違う。昔は育児の辛いことはたくさんあ
ったが忘れていた。講習を受けて孫の子守にも役立っている｡」「すっかり忘れていた妊娠
中の注意や、乳児から幼児へと成長する子どもの大切さを改めて感じた。人間として基本
的生活をおろそかにしてはいけない。専門の先生方に本当に分かり易く教えて頂いてよか
った｡」といった子育てを見直す機会になっている。保育技能の習得だけではなく、保育者
としての心構えが生まれている。
（３）全体会
全会員が毎月１回集う全体会は、会員の自主運営に任されており当活動の基盤でもある。

活動の報告・注意事項を確認し合い、また保育の技能を高める勉強会も兼ねている。運営
は７人の保育士有資格者と会員から選出された実行委員が中心となり、司会を始め当月の
活動課題点の討議、当番ローテーション表の作成・配布、会計報告、遊び方の講習などを
行う。全体会は保育室に隣接した会議室で行われる｡以下は2005年の全体会の一例である。
例１：５名の実行委員選出の選挙、新委員紹介、折り紙講習、健康診断を受診したかの確

認、保育業務の確認。
例２：消防署員が来所しての救急蘇生法の講習会、乳幼児の心肺蘇生法を全員が実習、

火災時の消火器訓練(屋外)、保育業務の確認。
例１の会議中に、日ごろから在宅保育および送迎を利用している保護者から、翌日に両

親が留守をするための在宅保育を依頼する電話が入った。しかしながら、子どもが熱を出
している状況での保育であった。本事業の子育て支援活動では、病児の保育は規定上禁止
されている。全体会の中で話し合いがもたれ、保護者には医師が常駐する施設を参考とし
て紹介することとなった。また、折り紙講習では、元保育士の会員、児童福祉施設でのボ
ランティアを経験している会員が講師となり、子どもに人気がある折り紙を他の会員に講
習した。各自が折り紙を手にして和気あいあいと実習を行った。
例２ではセンター職員も同席し、定例の消防署員による乳幼児の救急心肺蘇生法の講習、

および消火訓練が２時間にわたって行われた。救急救命士と有志会員による乳幼児の人体
模型を使ったデモンストレーションを見学した後、各自順番に実習を行い救急時の対応を
確認し合った。
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（４）一時預かり保育の利用者
保育室を利用する子どもの年齢は生後６ケ月から１２歳までと規定されている。入園前の

乳幼児が多く、ミルクや離乳食を持参する。夏休みなど幼稚園や学童保育が休暇の時期に
は園児や小学生が増え、出勤途中に子どもを預けて勤め先に向かう保護者もある。
保育室は子ども達にとって高齢会員と触れ合う場であると共に、年齢差のある子ども同
士が打ち解けあえる場にもなっている。たとえば乳児のオムツを替える様子を２歳児が興
味深そうに見ているといった光景がみられ、和やかな雰囲気の中で保育が行われている。
依頼する保護者に資格は設けず、予約がない場合でも定員内であれば保育を依頼するこ
とができる。産前産後にきょうだいをみてもらいたい母親、不定期な仕事や一時的な用事
で両親とも多忙な時の子どもの世話、学習活動中の保育を依頼する母親など様々な要望が
ある。一例として、飲食店経営の家庭から、夜間に店が忙しくなってくると電話で保育依
頼がある。このように若い保護者から頼りにされているのは、育児経験が豊富な高齢女性
が保育をしてくれる安心感があるからであろう。さらに、人づてに需要は増えているが、
それは保育料が比較的安価であり、臨機応変にニーズに応えてくれるためと思われる。
この活動では、保護者に対し子どもを預ける理由を尋ねていない。よって気軽に利用で

きる、また育児の悩みも自然に相談がしやすい面がある。公的な保育機関では対応できな
いサービスを提供しており、若い母親に対する教育的な役割も期待される。

３．調査２-会員への記述式アンケートの調査結果
（１）調査の方法
参与観察およびインタビュー調査において参加者の様子を把握したのち、さらに焦点化
した調査を実施するために、２００５年７月の全体会に出席した会員４７名を対象として、活
動参加に対する意識を問う記述式質問紙調査５)を依頼した。後日、郵送および施設内の私
設ポストで回収し、３９名(回収率８３%)の有効回答を得た。
（２）回収票の整理
アンケート回収後、①活動に参加した動機、②活動の中のやりがいと楽しみ、③活動の

中の困難や不安、④活動参加が会員にもたらした変化、の４項目について、自由記述内容
を分析した。すなわち、「子ども」「自分自身｣｢組織｣などの対象に関する記述について、さ
らに内容を分類して検討している。一回答に複数の内容を含む場合もあるため複数回答と
なっている。またそれぞれの質問に対しての無回答は各質問の有効回答から除いている。
（３）結果と考察
①「子育て支援活動に参加した動機・きっかけ」に関して
自発的に活動に参加した会員に対し「参加の動機・きっかけ」を尋ねた。３９名の有効回

答を分析した結果､複数の内容を含む回答があったため､記述総数は６１件となった(表２)。
動機の上位は、「経験を活かしたい｣｢活動参加への希求｣「定年退職の転機｣などの自分自

身に関する内容である。「経験」は、母親としての子育ての経験と、保育士としての保育経
験に二分される。ある会員は「自分の兄弟、子どもや孫にしてきた事を役立てたい」とし
ている。子育てへの自信と、若い世代へ経験を引き継ぎたいという意思がみられる。
「定年退職」の節目を参加のきっかけとする例に「７３歳まで少しずつでも仕事をしてき

たが、引き時も大切と辞めた。しかし、やはりさびしく手持ち無沙汰な日々が嫌になり活

-145 -



表２:子育て封蓋翻惨力[噸臘･きつ加ナ
厄階初対象(n) 内容(n)

･別年前こ保母の資格を刷乳､児童福悩臘で仕事をしていた。
･社会とのつながりを持ちたい．ずっと子育てのﾎﾗﾝﾃｨｱがしたかった。
･週聯〕ゆとりのH糊ご侭rてたい
･子育て期ｳﾐ遠くにi館却､くいも閥_ﾉたが若い世ｵWこ伝えていきたい
．ﾎﾗﾝﾃｨｱの篭辞談をしていたとき虐纈こ苦しむ聯含鋤､役こ立ちたかった。

保司溌黄⑧
1毒彪劫ﾛ(7)
鮮 週 洲
その他の織10

自分自身31)

子ども好き(8)
関心④

･子どもが好きだから。
･自分の子育てを保育所と剛こ支えられてきた｡週閾受ﾍﾋー ｼｯﾀー の鯉錐した。

子ども(13

･榊ﾐﾌ堂くなり他人の子どもさん-観〕経溌を勘図したい
･榊§笠れ､育て方を魎乱直したいと思い教〕肌た。
･子ども好きだが､卿ﾐ遠くにいるのでも

孫(7) 経験(2)
学習(3)
その他(2)
支援(2) ･転据先で子育てに苦舗_ﾉた身1初〕剛も､tl坊出身の母親の役に立ちたいと副＄母親(2)

媒体⑦ 広報(3)
センター(4)

･市の陣§で知った。
･纐力をしていたとき､子育て;譜会を穏防られた°

その他② ･現代の親の育て方に罰?跡あった。

動に参加した」という会員がある｡加齢により仕事の第一線から退くべきかを迷いつつも、
社会的な活動に意欲をもつ人にとって、この子育て支援活動は居場所となったのである。

「子ども」に関する動機からは保育活動を通して子どもと触れ合う機会をもちたいとい
う思いが伺われる。一方、「孫」に関する記述は自分の孫を想定して書かれたものであり、
一般的な子どもへの関心に比べより具体性を帯びている。その内容は「孫を育てた経験」
と「孫を育てるための学習」が中心である。活動の動機は自分の楽しみや向上に対する欲
求に増して、他者と交流し役立つことを期待するものが多くみられる。
また、「シルバー会員がどのような生き方をされているのか、自分に活かせるものはない

か知りたかった」「退職後、仕事以外で友人がほしかった」など、友人を求める例もある。
②「活動の中で参加してよかったと思うこと、やりがい」に関して
次に、「子育て支援活動に参加してよかったと思うこと・やりがい」を尋ねた結果、有効

回答３４名の回答中に５６件の記述内容があった(表３)。「参加動機」（表２)で多数を占めた
経験を活かしたい、子どもが好き、という動機が、活動の「やりがい」に反映している。
たとえば、動機を「独り暮らしになって誰とも話をする機会がなく、子どもと触れ合いた
かった」とした会員は、「幼児の笑顔がなんともいえない私の喜び」と記述している。
さらに、活動に参加したことで仲間と出会えた心強さや喜びが書かれている。「色々な人

達に会えて自分の知らないことを勉強している」「多くの会員の子どもへの対応が勉強にな
る」とする会員のように、仲間とともに行う活動により、自分の世界が広がる学習の喜び
も実感されている。多くの会員が活動前には予想していなかった学習効果が生まれている。
子どもの成長、笑顔、母親の支援に関する記述からは、異世代とのコミュニケーション

の楽しさや、自分の活動が具体的に役立つ張り合いが記されている。経験が活かされ、活
躍が認められる「やりがい」の実感は、会員に自尊感情をもたらしている。
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表３:>訓中鋤pして勵､ったと思うこと・やり力恥
巨階例対象(n) 広溶(n)

自分自身⑫l)弼上⑧
活窕劫ﾛ(6)

･ﾉlさな子どもたちと摸ﾉて濁厘)､やさしい気寺らを持てるようになる。
･他人のために少しでも役立って喜乳ﾉでいただけたら鳳ル％
･(保育士淀年後もこのような活動7沖に居られることは影W)幸せｂ
･他人櫛〕子供にも良し惠_を教えてあげらｵ1ること｡;聯を勤酷せる④
･ユーモアを子関こ教えて喜對1ﾉたときｂ
･当番にあたる日に合わせて燭３を整えることを考えるのが幸せ６ハリがある②

子ども(1３ 識綱卿
･4HW)仕事で子どもさんと気持ち力通じること。
･きかんぼうの子どもさんがi屈圓まよく人の言酪間,､てくれるようになった。
･幼児の鯛§なんともいえない惠）$血繍こ関偲虞くどの子も私たちの宝

{IM7) 出会,仙
学OM3)

･敲制こなってからこんなに友人が出来るなど今まで思っていた幼則ったので嬉しし＄
･それぞれに個性判封支をもつ会員と言乱､いいところを見習い鯉乱たし＄

剛 支攪０ ･母鋤§恥到ったといって子とY>を弓唐恥に来るとき６
その｛i畑
棉こなし｡

．まだ日が櫛､ので間/崎ことで*計柘

③「活動の中で難しいと思うこと・不安な点」に関して
「活動中の困難・不安」の設問に対し３１名の回答中に５３件の記述内容があった(表4)。
困難・不安を感じる対象として最も多いのは「子ども」に関してである。なかでも活発
な幼児に対して「不意の事故や怪我」を心配する内容が半数を占める。乳幼児を預かる責
任の重大さを感じる会員が多いといえる。「子どもへの接し方」では、表中の回答例の他に
「子どもの個性を活かした遊び方を考える」や「子どもは皆敏感なので心から接するよう
心がける」等があり、子どもへの対応に工夫しながら真剣に取り組む様子が伺える。

表４:;…で､難しいこと・司勅点
対 象 ( n ) 広 溶 ( n ) 厄 塔 例

･軸効§ないように,勘§け､粥長惑でいっぱし％
･子どもが|登睦しないよう髄i達。
｡i鎧止まない子どものお澁孟
･自分が育てていない男の子との遮)％・おもちゃ､本ビデオの与え方も

子ども⑫4）不勧〕事故･'IgKl"

#武子への対応⑥
子への損_/方⑥

總哉14) ･人鍵富な会員師協力ifL･7翻坊針が人により過漢臘_,し＄
･日々 未|朔者ｳ斗膿できないこと。・50人という糸卿経営の難一さ。

協うI締り(1の
運営方法(4)

自分自身⑤ 体力(3)
注罰](2)

･自分がいつまでｻ鋤§でき勘到刀礎慰>る。
･お鄙勃二部肋荷物を連,､やすし＄

特にない(4) ･子どもが好きなので難_,いとは思わない。
･閏洛のある方がいるので刀弱まない。

一方、組織に対する記述も見られる。表４の「組織一協力体制」の回答例にあるように、
会員は人生経験が豊富なために考え方も様々であり、体力面にも個人差がある。そのため
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意思の疎通や組織運営に不安を感じている。しかしながら、これは表３「活動の中のやり
がい」に見られた、「仲間との出会い」「仲間による学習」の喜びと表裏一体であろう。仲
間との交流は気苦労を生むこともあるが、同世代の人と協働する意義にもつながるのであ
る。各会員が、より良い集団保育活動には協力が必要であることを自覚しているために、
組織が重要視されていると考えられる。また、自分自身の体力や注意力に対する不安も挙
がっている。活動の中では、日常生活では必要とされない課題の解決にも対面する。これ
は現在の体力面・精神面での活動能力に気づき、再認識する機会にもなっている。
このような結果から、高齢者が社会参加活動において感じる困難・不安は、①課題への

取り組みに真面目であり責任感が強い、②意思の疎通に困難を感じやすい、③活動によっ
て現在の心身の状況を認識する、といった高齢者特有の傾向によるものと考えられる。
④「子育て活動に参加して自分または日常生活が変わった点」に関して
「子育て支援活動に参加して自分または日常生活が変わった点｣に対して、有効回答28名

の回答中に３１件の記述内容があった(表５)。
表５:子育て活動鋤pして自分ま制ま日紬舌力竣わった点

対 象 ( n ) P r t ' ) 恒 塔 例
自分自身の変化

(14)
糯榊〕到上・両親･夫息子を亡くし､娘も㈱､で一入になった陶翻ﾙこ裁]m_/て生きがいとなった。

(1０・仕事に鋤斗妬という緊混謝秘って梨/し＄
凱榊〕変化・子どもたちのﾗ蹴磯ず見でltLく過ぎ､落ち込んでいるH脇３なく鯨を取り貝_ﾉた°

（４）・儲詞こ倍も気をつけるようにしている。
-

日常蛍蔀〕変化
(1"

子への愛着
⑥

習 削
母親への瑠璃1)

･バスや地下f知〕中でも子どもが気こなり､声をかけたりする
｡子どもに目が行き､お母さんが凋1ﾉていない力瀦見るようになった。
･手潮路摘熱こしだした。・知〕家庭での1翻功３多くなった。
｡若い母鞠〕気寺らが少し瑚革できたかと思う。

煽鬮初罰寺ら③ ･閏鍵お言謎する中で人生色々利肋多い自分を反省1-/､家幌こ鯛#す風
･FW方たちと毎日をi封して幸せも

仕鋤変｛囮 ･保育士時代の延長のようだが､棚IIこおお帥創になった。
その他② ･以前に比べて↑詞Ｉ訓§職いできたように風>る。

これらは、表２「活動参加の動機｣、表３「活動の中のやりがい｣、表４「活動の中の困難・
不安」を経て会員が実感している意識変容であり、参加による学習効果と考えられる。
自分自身の変化では、精神面での充実感が感じられる。また、活動を続けるために健康

でありたいと願い健康増進にも寄与している。日常生活の変化では、活動を離れた生活時
間においても子どもや母親へ対する愛着と気遣いが見られ、保育に携わる誇りが芽生えて
いる。また、記述には「幸せ」「有難い」という言葉が多く使われ、活動に参加し子どもや
仲間と触れ合う喜びは、現在の状況や周囲への「感謝」の気持ちに通じていると思われる。

４．考察
本稿では子育て支援活動に参加する高齢女性の活動および意識調査から、その意義と学
習効果を検討した。会員は｢仲間がほしい｣、「自分の子育て経験を役立てたい｣、「子どもと
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触れ合いたい」という希望を、活動に参加することにより実現していた。しかしながら、
活動の中では「人間関係がむずかしい｣、「個性の強い子どもやお母さんにどこまで注意す
るか迷う」、「子どもをまず受け入れるよう努める｣などの課題に直面することになる。
このような新たに生まれた課題を社会的な活動を続けることで消化し、「子ども達や会員

に出会えたことを感謝している｣、「当番のために体調を整えることが幸せ｣、「子育て支援
が生きがいである」とする会員は、活動を通して自己教育を行っていくものと思われる。身
体機能への不安が大きくなり、日常的な人間関係は狭くなる高齢期であるが、自ら社会に
関心をもとうとする活動は多くの会員に満足感をもたらしていた。
さらに、会員の回答には、活動に参加できること自体に感謝する記述が多くみられた。

自ら志願して入会し、新しい出会いを経て社会的な役割を自覚する喜びは、肯定的な感謝
の気持ちに通じている。これらから、子育て支援活動参加による高齢女性の活動過程は図
1のようなモデルで考えられる。

(活動以前）（準備講習・活動）（交流・活動継続）一喝一一唖
余暇時間↑仲 間 ↑ 子 ど も ・ 母 親

協力
コミュニケーション
図１活動過程のモデル

ニューマン＆ニューマンは高齢期の心理社会的危機の達成を「統合」としたエリクソン
の生涯発達理論６)に基づき、さらに具体的な高齢期の発達課題を提唱している。それは、
1)老化にともなう身体的変化に対する対応、２)新しい役割や活動へのエネルギーの再方向
づけ、３)自分の人生の受容、４)死に対する見方の発達、である7)。図１の活動過程からは、
2)および3)の発達課題に対する有効性が認められる。
会員は、経験を活かして社会的活動に貢献できることを実感する中で、生き生きとした
自分を発見し、日常の生活にも意欲的になっていった。これらの過程は「2)新しい役害'lや
活動へのエネルギーの再方向づけ」に関与するものと考えられる。また、子どもと触れ合
い、仲間を得てコミュニケーションの場に参加することは、高齢会員に安心感と感謝の念
をもたらしていた。すなわち、自己を肯定的に振り返ることができ、「3)自分の人生の受容」
の達成に寄与すると考えられる。しかし、これらは参加者が社会や個人と積極的にかかわ
ってこそ生まれる学習であろう。
事例からは、高齢者の社会参加活動の課題として以下があげられる。
参加会員は生活歴、仕事歴が様々であり、活動に対する考え方やコミュニケーションの
とり方、さらに体力や機敏さにも個人差が大きかった。これより、高齢者の活動の前提に
はお互いの違いを尊重して「学びあう」姿勢がより重要になる。しかしながら、各会員の
主体的な参加意識は自尊感情、さらには活動意欲に通じていた。よって、活動の維持に向
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けて成員の主体性に配慮した継続的な教育支援と、経済面･設備面での支援が重要である。
今回の事例研究は、高齢女性の子育て支援団体に対する質的な調査に拠るものである。
そのため限定的な結果ともいえ、今後、高齢者の社会参加および学習の対象を男性高齢者
や他種の活動にも広げた検討が必要である。
多様化する高齢者に対応し、施策の進展にもアクティブ・エイジングの理念が反映して

いる。厚生年金支給開始年齢の引き上げにともない定年の延長が行われるなど、高齢者の
社会参加は一層促される方向にある。しかしながら、円滑な高齢期の社会参加のためには
高齢者自身の特性を利点として活用できるような支援と方策が重要になる。
今回の事例においては、活動が持続するにつれて利用する保護者や子どもの信頼が得ら

れ、子育て支援活動を中心とした地域のコミュニティが形成されつつある。地域の中に高
齢者の役割を見出しながら、コミュニティとして広がる高齢者の様々な生涯学習の場は、
今後高齢者がより善く生きるためにさらに不可欠となると考えられる。
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